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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月30日(2009.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＳＫ変調光搬送波のコヒーレントを検出するための受信器であって、
　前記変調光搬送波と、基準光搬送波の２つの異なる位相成分とを混合し、および、前記
混合によって生成される光信号を表すアナログ出力信号を生成するように構成された光検
出器と、
　前記アナログ出力信号を受け取り、および、前記受け取ったアナログ出力信号からデジ
タル信号を生成するべく接続されたアナログ－デジタル変換器と、
　前記デジタル信号を受け取り、および、前記基準光搬送波の２つの混合成分間の共役位
相不整列の補償を前記受け取ったデジタル信号に施すべく接続されたデジタル・モジュー
ルと
　を備えた受信器。
【請求項２】
　前記デジタル・モジュールが、少なくとも４つの信号点を有するＰＳＫ集合内に信号点
を得るために、前記ＰＳＫ変調光搬送波を復号するように構成された、請求項１に記載の
受信器。
【請求項３】
　前記デジタル・モジュールが、前記受け取ったデジタル信号からの前記２つの搬送波の
周波数オフセットを予測するように構成されている、請求項２に記載の受信器。
【請求項４】
　前記デジタル・モジュールが、前記受け取ったデジタル信号の前記位相を弁別し、およ
び、前記受け取ったデジタル信号から前記２つの搬送波の周波数オフセットを予測するよ
うに構成された、請求項２に記載の受信器。
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【請求項５】
　前記デジタル・モジュールが、前記受け取ったデジタル信号を使用して前記２つの搬送
波間の周波数オフセットを予測するように構成されたモジュールから成る、請求項２に記
載の受信器。
【請求項６】
　前記デジタル・モジュールが、前記予測された周波数オフセットを使用して、前記受け
取ったデジタル信号から周波数オフセット補償デジタル信号を生成するように構成された
モジュールから成り、および
　前記デジタル・モジュールが、前記周波数補償デジタル信号から前記光搬送波上に変調
されたデータを引き出すように構成されている、請求項２に記載の受信器。
【請求項７】
　ＰＳＫ変調光搬送波と、基準光搬送波の第１の位相成分および第２の位相成分とを混合
するステップと、
　前記混合によって形成された光信号の強度を測定する電気信号を生成するステップと、
　一連のデジタル信号を生成するために前記電気信号をデジタル化するステップと、
　前記デジタル信号の位相の導関数を評価するステップと、
　前記評価した導関数に基づいて前記ＰＳＫ変調光搬送波を復調するステップと、
　前記第１の位相成分と前記第２の位相成分の間の共役位相不整列を補償するために、前
記デジタル信号をデジタル的に変換するステップとを含み、
　前記評価するステップが、前記変換されたデジタル信号に基づくものである方法。
【請求項８】
　前記デジタル信号の各々から位相を抽出するステップをさらに含み、
　前記評価ステップによって前記位相の導関数が決定される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記評価された導関数に基づいて前記光搬送波間の周波数オフセットを予測するステッ
プをさらに含む、請求項７に記載の方法。
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